
林
羅
山
に
於
け
る
白
居
易

1

序
論

1

西

村

富
美
子

林
羅
山
、
江
戸
初
期
の
儒
学
者
、
朱
子
学
の
祖
と
し
て
著
名
な
人
物
で
あ
る
こ

と
は
今
更
説
く
ま
で
も
な
い
が
、
や
は
り
最
初
に
そ
の
略
歴
に
つ
い
て
記
し
て
お

く
こ
と
に
し
た
い
。

天
正
十

一
年

(
一
五
八
三
)
、
京
都

に
生
ま
れ
、
明
暦
三
年

(
一
六
五
七
)

の

江
戸
の
大
火
に
よ

っ
て
蔵
書
稿
本
等
の
焼
失
に
よ
り
精
神
的
打
撃
を
受
け
、
数
日

後

の
正
月
二
十
三
日
に
没
し
た
。
享
年
七
十
五
歳
。
墓
地
は
か

つ
て
の
昌
平
醤
の

在
所
地
上
野
忍
岡
に
あ

っ
た
が
、
現
在
は
東
京
新
宿
区
の
市
谷
山
伏
町
に
移
転
し

て
い
る
。

幼
名
は
菊
松
麻
呂
、
名
は
忠
、

一
名
信
勝
、
字
は
子
信
。
剃
髪
し
て
後

の
法
号

を
道
春
と
い
う
。
号
は
羅
山
、
別
号
を
羅
浮
山
、
浮
山
、
夕
顔
庵
、
梅
花
村
、
瓢

巷
な
ど
、
通
称
を
又
三
郎
と
い
う
。
祖
先

は
加
賀
藩
士

で
、
祖
父
は
正
勝
、
父
は

信
時
と
い
い
、
子

に
鴛
峯
、
読
耕
斎
が

い
る
。

父

の
兄
吉
勝
の
養
子
と
な
り
、
文
禄

四
年

(
一
五
九
五
)、
十
三
歳
で
元
服
、

建
仁
寺

に
入

っ
て
読
書

に
励
ん
だ
。
慶

長
二
年

(
一
五
九
七
)、
十
五
歳
の
時
に

出
家
を
勧
め
ら
れ
た
が
仏
教
に
対
し
て
痛
烈
な
非
難
を
し
、
家
に
帰

っ
て
独
学

の

道
を
歩
む
。

学
問
の
基
本
は
纒
学
、
纒
学

の
真
髄

は
朱
子
学
と
し
、
以
後
経
書
の
講
説
、
経

書
の
加
点
を
始
め
る
。
慶
長
八
年

(
一
六
〇
三
)、
二
十

一
歳
で
、
朱
子
の

『論

語
集
註
』

の
講
説
、
四
書
の
加
点
を
行

っ
た
。
慶
長
九
年

(
一
六
〇
四
)
、
二
十

二
歳
の
時
、
江
戸
儒
学
の
祖
、
藤
原
梶
窩

に
人
を
介
し
て
書
簡
を
送
り
、
纒
義
論

争
の
後
に
会
見
が
実
現
し
て
師
弟
関
係
を
結
び
強
い
影
響
を
受
け
た
。
渥
窩
四
十

四
歳

の
時
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
門
下
に
は
、
羅
山
の
他
に
松
永
尺
五

・
那
波
活
所

・

石
川
丈
山
な
ど
が
輩
出
し
て
い
る
。

慶
長
十
年

(
一
六
〇
五
)
、
二
十
三
歳

で
師
藤
原
梶
窩
等
の
尽
力
を
得

て
、
二

条
城
で
家
康
に
謁
見
、
慶
長
十
二
年

(
一
六
〇
七
)
、
二
十
四
歳
の
時
、
駿
府
に

行
き
、
剃
髪
を
命
ぜ
ら
れ
道
春
と
号
し
た
。
寛
永
六
年

(
一
六
二
九
)、
四
十
七

歳
で
法
印
に
叙
せ
ら
れ
、
翌
寛
永
七
年

(
一
六
三
〇
)
に
、
上
野
忍
岡
に
学
寮

(後
の
昌
平
醤
)
を
建
て
た
。

徳
川
幕
府
に
家
康

・
秀
忠

・
家
光

・
家
綱

の
四
代

に
わ
た

っ
て
仕
え
、
学
制
礼

制
等
を
定
め
た
が
、
特
に
家
光
の
時
代
に
羅
山
の
地
位
は
確
固
た
る
も
の
に
な
り
、

次
々
と
著
作
の
執
筆
を
行

っ
た
。
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
日
本
朱
子
学
の
祖
、
ま

た
林
家

の
学
を
江
戸
幕
府

の
官
学
と
し
て
定
着
さ
せ
、
同
時

に
儒
学
全
盛

の
基
礎

を
築
き
、
そ
の
功
績
は
偉
大

で
あ
り
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
も
の
が
あ
る
。

そ
の
著
作
は
、
師

の
藤
原
怪
窩
に
は
及
ば
な
い
が
極
め
て
広
範
囲
に
わ
た
り
、

経
学
以
外

の
も

の
も
多
い
。
神

・
佛

・
耶
蘇
関
係
、
ま
た

「孫
子
」
、
「徒
然
草
」

関
係
等

の
注
釈
書
な
ど
、
枚
挙
に
逞
が
な
く
、
殆
ど
が
現
在
内
閣
文
庫

(国
立
公

文
書
館
)
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

羅
山
は
、
中
国
で
い
う
経
以
外
に
、
史

・
子

・
集
の
分
野
の
関
係
の
著
作
も
残

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
著
作
を
通
し
て
見
る
に
、
そ
の
読
書
の
範
囲
は
実
に
広
く
、

思
想
関
係
で
は
、
経
学
以
外
に
老
荘
、
仏
教
、
史
書
で
は
史
記

・
漢
書
等
、
文
学
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関
係

で
は
、
『楚
辞
』
・
『文
選
』
・
『
三
体
詩
』
・
『
古
文
真
宝
』
や
、
個
人
の
別
集

類
、
唐
で
は
李
白

・
杜
甫

・
韓
愈

・
柳
宗
元
ま
た
白
居
易
、
宋
で
は
蘇
東
披

・
黄

山
谷
な
ど
を
読
破
し

て
い
た
こ
と
を

『
羅
山
文
集
』
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
の
多
種
に
わ
た
る
羅
山

の
著
作
の
中
に
、
白
居
易
の

「長
恨
歌
」
及
び

「琵
琶
行
」

に
関
す
る
注
釈
書

の
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、
筆
者
に
意
外
な
思
い

の
興
味
を
抱
か
せ
た
。
中
国

で
も
異
質

の
文
学
と
し
て
あ
ま
り
正
当
に
評
価
さ
れ

て
来
な
か

っ
た
白
居
易
の
こ
の
作
品
を
、
経
学
者
林
羅
山
が
取
り
あ
げ
注
釈
を
施

す
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
奇
異
と
い
う
か
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
印
象
を
免
れ
な

っ
た
。

そ
の
注
釈
書
は

『歌
行
露
雪
』
と
い
う
。
典
拠
そ
の
他
を
中
国
に
求
め
て
書
か

れ
た
中
国
的
注
釈
書
で
あ
る
。
漢
文
ま

た
漢
文
訓
読
体
に
よ
る

「長
恨
歌
」
「
琵

琶
行
」
の
注
釈
書
は
珍
し
い
。
こ
れ
が

『歌
行
露
雪
』
の
特
色
で
あ
り
、
同
時
に

羅
山
の
執
筆
の
意
図
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
小
論
に
お
い
て
は
、
本
題
の

『
歌
行
露
雪
』
を
紹
介
す
る
前
に
、
林
羅
山

の

「長
恨
歌
」
「
琵
琶
行
」、
ま
た
白
居
易
に
関
す
る
論
究

に
つ
い
て
紹
介
し
、

『歌
行
露
雪
』
の
序
論
と
し
て
述

べ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

○

白
居
易
に
関
し
て
い
え
ば
、
羅
山
に
は
先
に
挙
げ
た

『
歌
行
露
雪
』
以
外
の
著

作
と
し
て
は
、
『長
恨
歌
私
考
』
が
あ
る
。
ま
た

『林
羅
山
先
生
集
』
百
五
十
巻

の
う
ち
、
「
文
集
」
七
十
五
巻
か
ら
白

居
易
に
関
し
て
羅
山
が
言
及
し
て
い
る
も

　
　ユ
　

の
が
幾

つ
か
あ
る
。

次
に
、

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
述

べ
、
羅
山
の
白
居
易
に
対
す
る
見
解
を
考

察
し
、
本
論

へ
の
発
端
と
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
.
『
長
恨
歌
私
考
』
(羅
浮
道
春
渉
猟
抄
)
は
、
執
筆
年
代
は
不
詳
、
江
戸
初

期
の
も
の
か
。
そ
の
内
容
は

「
長
恨
歌
」
に
登
場
、
ま
た
関
与
す
る
人
物

の
歴
史

的
資
料
を
網
羅
し
、
そ
れ
ら
の
史
書

の
ほ
と
ん
ど
全
文
を
忠
実
に
挙
げ

て
い
る
。

◎
唐
書
列
傳
四
十
四

①

◎
欧
陽

(修
)
唐
書
本
紀
第
五

②

羅
山
の
挙
げ
た
史
書
の
出
所

を
記
せ
ば
、

①

『新
唐
書
』
巻
百
十
九

・
列
傳
第
四
十
四

・
白
居
易
伝

②

『新
唐
書
』
巻
五

・
本
紀
第
五

・
玄
宗
皇
帝

③

『
新
唐
書
』
巻
六

・
本
紀
第
六

・
粛
宗
皇
帝

(安
禄
山

・
安
慶
緒

・
史
思
明
)

④

『
新
唐
書
』
巻
八
十

一
・
列
傳
第
六

・
三
宗
諸
子

(容
宗
六
子

・
容
宗
十

一
女

・
玄
宗
三
十
子

・
玄
宗
二
十
九
女
)

⑤

『
新
唐
書
』
巻
七
十
六

・
列
傳

一
・
后
妃
上

・
楊
貴
妃

(※
序
の

一
部
及
び

「
楊
貴
妃
」
伝
を
載
せ
る
)

⑥

『
新
唐
書
』
巻
二
百
六

・
列
傳
第
百
三
十

一
・
外
戚

・
楊
国
忠

⑦

『
新
唐
書
』
巻
二
百
七

・
列
傳
第
百
三
十
二

・
宙
者
上

・
高
力
士

⑧

『
新
唐
書
』
巻
二
百
二
十
五
上

・
列
傳
第
百
五
十
上

・
逆
臣
上

・
安
禄
山

以
上
の
よ
う
に
、
白
居
易

・
玄
宗

・
粛
宗

・
容
宗
及
び
玄
宗

の
皇
子

・
公
主

・

楊
貴
妃

・
楊
国
忠

・
高
力
士

・
安
禄
山

・
安
慶
緒

・
史
思
明
な
ど
、
す
べ
て

「長

恨
歌
」
と
何
ら
か
の
関
係
の
あ
る
人
物

の

「
伝
記
」
で
あ
り
、
「
長
恨
歌
」
の
歴

史
的
背
景
の
立
証

の
意
味
が
あ
る
。
こ
の

『
長
恨
歌
私
考
』
は
、
『
歌
行
露
雪
』

よ
り
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
江
戸
初
期
元
和
年
間
に
、
那
波
道
圓
持
参
の

『
白
氏
文
集
』
を
読
ん
で
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
こ
の
こ
ろ
に
執
筆
さ
れ
た
も
の

な
　　
　

か
も
知
れ
な
い
。

二
.
次
に
、
『
林
羅
山
文
集
』

の
な
か
で
、
白
居
易
に
関
係

の
あ
る
こ
と
が
ら

に
言
及
し
て
い
る
も
の
を
順
に
挙
げ
、
羅
山
の
白
居
易
観
を
考
え
て
み
る
こ
と
に

し
た
い
。
ま
ず
白
居
易
に
関
連
あ
る

「文
」
の
項
目
を
挙
げ
る
と
、
題
践
が
三
、

◎
唐
書
本
紀
第
六

◎
唐
書
宗
室
列
傳
六

◎
唐
書
后
妃
列
傳

一

◎
楊
国
忠

◎
高
力
士

◎
安
禄
山

以
上
、

典 ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③
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記
事
が
四
項
ほ
ど
あ
る
。
な
お

『林
羅
山
文
集
』
は
羅
山

の
三
男
、
林
鷲
峯
、
名

は
恕
に
よ
り
編
輯
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
初
め
に

「寛
文
元
年
孟
秋
朔
旦
、
不
肖

孤
恕
謹
序
」

の
序
が
あ
る
。
先

に
そ
れ
ら

の
文

の
巻
数

・
条
数
を
示
し
て
お
く
。

巻
五
十
四

・
題
践
四

〇
白
氏
文
集
践

①

○
題
琵
琶
行
後

②

○
題
長
恨
歌
後

③

巻
六
十
九

・
随
筆
五

〇
五
条

④

〇
六
条

⑤

巻
七
十
三

・
随
筆
九

〇
三
十
四
条

⑥

巻
七
十
四

・
随
筆
十

〇
三
十
六
条

⑦

(○
の
数
字
は
筆
者
が
便
宜
上
付
し
た
も
の
で
あ
る
)

こ
れ
ら
を
、
内
容
か
ら
、

一
.
白
氏
文
集
関
係
①

・
⑥

・
⑦
。
二
.
長
恨
歌
関

係
③

・
⑥
。
三
.
琵
琶
行
関
係
②
。
四
.
白
居
易
論
④

・
⑥
。
五
.
作
品
論
④

・

⑤

・
⑥
。
に
分
け
、
順
次
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

.
白
氏
文
集
関
係

①

白
氏
文
集
の
践

(巻
五
十
四
)

一
二
巻
の
尾

元
和
四
年
、
戊
午
、
初
秋
。
那
波
道
圓
、
洛
自
り
東
武
に
來

り
、
新
刻
白
氏
文
集

一
本
を
齎
し
て
我
に
寄
す
。
我
れ
公
務
の
暇
、
見
る
に

随
い
、
朱
を
以
て
句
讃
を
爲
す
。
滴
露
の
筆
を
今
日
に
起

こ
す
と
云
う
。
時

に
二
十
又
た

一
日
な
り
。
羅
浮
子

・
林
氏

・
子
信
、
江
城
夕
顔
巷
中
の
爵
眠

亭
に
書
す
。

三
の
五
巻
の
尾

戊
午
、
秋
七
月
日
、
道
春
殊
を
傅
け
て
句
讃
を
加
う
。

林
羅
山
に
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け
る
白
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六
の
八
巻
の
尾

戊
午
、
七
月
下
旬
、
道
春
見
る
に
随
い
て
之
れ
を
殊
す
。

九
の
十

一
巻
の
尾

戊
午
、
孟
秋
、
念
後
日
、
羅
浮

・
林
某
、

一
考
。

十
二
の
三
巻
の
尾

戊
午
、
道
春
朱
を
附
く
。

十
四
の
五
巻
の
尾

戊
午
、
孟
秋
、
道
春
朱
を
塗
る
。

十
六
の
七
巻
の
尾

戊
午
、
七
月
日
、
羅
山
散
人
之
れ
を

一
考
す
。

十
八
の
九
巻
の
尾

戊
午
、
夷
則
下
旬
、
朱
句
を
加
う
。

二
十

の

一
巻
の
尾

戊
午
、
七
月
日
、
二
木
氏
、
朱
墨
を
塗
る
。

二
十
二
の
四
巻

の
尾

戊
午
、
七
月
二
十
六
日
の
夜
、
朱
を
附
け
了
わ
る
。

二
十
五
の
七
巻

の
尾

戊
午
、
七
月
日
、
林
氏
、
勝
名
、
子
信
字
、
蝋
燭
の

下

に
於

い
て
、
丹
砂
以
て
塗
る
。

二
十
八
の
三
十
巻
の
尾

戊
午
、
七
月
日
、
道
春
子
、
殊
以
て
之
れ
を
駝
す
。

三
十

一
の
三
巻

の
尾

戊
午
、
八
月
日
、
殊
嵩
を
傅
け
了
わ
る
。

三
十
四
の
五
巻

の
尾

戊
午
、
八
月
日
、
朱
を
塗
り
了
わ
る
。

三
十
六

の
七
巻
の
尾

戊
午
、
仲
秋
、
朱
句
を
附
く
。

三
十
八

の
九
巻
の
尾

戊
午
、
八
月
、
林
道
春
、
朱
句
を
加
う
。

四
十

の
一
巻
の
尾

戊
午
、
八
月
上
旬
、
羅
浮
山
人

・
道
春
、
朱
を
塗
る
。

四
十
二
の
四
巻
の
尾

戊
午
、
八
月
、
林
道
春
。

四
十
五
の
四
巻
の
尾

戊
午
、
八
月
日
、
道
春

一
校
。

四
十
七
の
八
巻
の
尾

戊
午
、
八
月
日
、
羅
浮
山
人
、

一
校
し
了
わ
る
。

四
十
九
の
五
十
巻
の
尾

戊
午
、
八
月
上
旬
、
朱
を
附
け
了
わ
る
。

五
十

一
の
二
巻
の
尾

戊
午
、
仲
秋
上
旬
、
道
春
、
東
武
爵
眠
亭
の
下
に
電

囑
す
。

五
十
三
の
四
巻
の
尾

戊
午
、
八
月
日
、
二
木
子
、
之
れ
を
考
う
。

五
十
五
の
六
巻
の
尾

戊
午
の
年
、
道
春
子
、
朱
を
加
う
。

五
十
七
の
八
巻
の
尾

戊
午
、
秋
八
月
日
、
殊
を
附
け
了
わ
る
。

五
十
九
の
六
十
巻
の
尾

戊
午
、
八
月
上
旬
、
朱
を
加
う
。

六
十

一
の
二
巻
の
尾

戊
午
、
八
月
上
溝
、
朱
句
を
附
け
了
わ
る
。

六
十
三
の
五
巻
の
尾

戊
午
、
秋
、
道
春
、
朱
を
塗
る
。
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林
羅
山
に
於
け
る
白
居
易

六
十
六
の
八
巻
の
尾

戊
午
、
南
呂
上
涜
、
丹
を
夕
顔
巷

に
附
く
。

六
十
九
の
七
十

一
巻
の
尾

香
山
文
集

一
本
合
部
七
十

一
巻

・
三
十
冊
、
道

圓
我
に
寄
す
。
我
嘗
て

一
通
を
繕
窺
し
家
に
藏
む
と
錐
も
、
今
又
た
此
の
新

本
を
得
て
、
喜
氣
津
津
、

一
に
瞥
爾
毎
に
手
に
任
せ
て
朱
を
塗
る
。
暮
鴉
の

窓
を
過
ぎ
る
が
如
し
。

一
日

一
爾
簡
、
或
い
は
夜
を
連
ね
て
四
三
冊
に
至
る
。

以
て
箱
中
に
藏
め
て
、
子
孫
に
附
す
可
き
の
み
。
元
和
四
年
、
八
月
八
日
、

夜
雨
燈
を
吹
き
て
之
れ
を
記
す
。
駿
府
の
御
書
庫
預
か
り

・
前
の
侍
讃
林
道

春
子
信
。
右
、
白
氏
文
集
毎
冊
尾
の
記
す

る
所
、
字
の
多
少
を
嫌
わ
ず
悉
く
之
れ

を
載
す
。

先
生
少
年
よ
り
老
大
に
至
る
ま
で
、
讃
書
敏
捷
、
毎
毎

此

の
如
し
、
准
じ
て
之
れ
を
知
る
可
し
。

こ
の
践
文
に
よ
れ
ば
、
元
和
四
年

(
一
六

一
八
)
秋
七
月
二
十

一
日
、
那
波
道

圓
が
京
都
か
ら
江
戸
に
や

っ
て
来

て
、
新
刻

の

『白
氏
文
集
』
を
自
分
の
と
こ
ろ

に
持
参
し
た
。
公
務
の
合
間
に
朱

で
句
読
点
を
付
け
始
め
た
。
(夕
顔
庵

・
鋳
眠

亭
に
お
い
て
)
と
い
う
。
終
わ

っ
た
の
は
八
月
八
日
、
十
八
日
間
で

『白
氏
文
集
』

七
十

一
巻
に
朱
の
句
読
点
を
付
け
終
わ

っ
て
い
る
。
那
波
道
圓
が
羅
山
に
寄
せ
た

の
は
、
『
白
氏
文
集
』
七
十

一
巻
、
三
十
冊
本
で
あ

っ
た
。
以
前
に
書
写
し
た

一

本
を
蔵
し
て
い
た
が
、
道
圓
か
ら
新
本
を
得
て
、
喜
々
と
し
て
、
連
日
連
夜

一
二

冊
あ
る
い
は
三
四
冊
、
朱
点
を
付
け
箱
に
蔵
し
、
子
孫
に
残
す
の
だ
、
と
羅
山
は

記
し
て
い
る
。
読
書
の
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ

は
少
年
時
代
か
ら
の
よ
う
で
あ

っ
た
。

こ
の
践
文
に
よ
れ
ば
、
羅
山
の
手
元
に
は
二
本
あ
り
、
自
身

の
書
写
本
及
び
所

　
　
　
　

謂
世

に
い
う
那
波
本
の
二
種
で
あ
る
。

府

・
長
恨
歌

・
琵
琶
行

の
類
、
人
人
之
れ
を
暗
諦
す
。
然
る
と
錐
も
、
之
れ

を
李

・
杜

・
韓

・
柳
に
比
す
れ
ば
、
大
い
に
径
庭
有
り
。
東
披
之
れ
を
俗
と

謂
う
、
宜
な
る
か
な
。
然
る
と
錐
も
、
そ
の
間
閑
適
有
り
、
洒
落
有
り
、
真

率
有
り
、
足
る
こ
と
を
知
る
の
樂
し
み
有
り
、
罪
を
催
る
の
戒
有
り
、
屡
す

可
か
ら
ざ
る
な
り
。

こ
の
条
は

『白
氏
文
集
』
論
と
白
居
易
論
と
が
混
在
し
て
い
る
。
日
本

の
旧
時

と
い
う
の
は
、
主
と
し
て

「文
は
文
集
、
文
選
」
と
い
わ
れ
た
平
安
時
代
の
こ
と

を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
白
氏
文
集
か
ら
の
引
用
が
多
く
、
和
歌
詠
み

で
さ
え
そ
の
趣
旨
を
用
い
た
。
白
詩
が
す
べ
て
の
基
準
で
あ

っ
た
。
『白
氏
文
集

の
』
第

一
秩

・
第
二
秩

(巻

一
か
ら
巻
二
十
ま
で
か
)
は
、
常
に
把
握
賞
翫
す
べ

き
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
と
り
わ
け
秦
中
吟
十
篇

・
新
楽
府
五
十
篇

・
長
恨
歌

・
琵

琶
行
の
類
は
、
人
々
は
暗
諦
し
て
い
た
、
と
い
う
。
こ
の

「第

一
・
二
秩
」
は
、

白
居
易
が
初
め
て
編
集
し
た

「
十
五
巻
、
八
百
首
」、
元
和
十
年
、
四
十
四
歳
の

時
江
州
司
馬
時
代
の
詩
集
を
重
要
視
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「秦
中
吟
」

以
下
四

つ
の
作
品
が
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
。

白
居
易
の
作
品
に
つ
い
て
、
羅
山
は
、
李
白

・
杜
甫

・
韓
愈

・
柳
宗
元
に
比
較

す
る
と
、
大
差
が
あ
る
。
蘇
輯
は
白
居
易
を

「俗
」
と
言

っ
た
が
も

っ
と
も
な
こ

と
で
あ
る
。
が
、
詩
に
は
、
閑
適

・
洒
落

・
真
率
の
情
、
知
足
の
楽
し
み
、
罪
に

た
い
す
る
戒
催
等
々
が
あ
り
、
廃
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
主
張
す
る
。

白
居
易
に
対
す
る
絶
対
的
信
仰

へ
の
批
判
、
作
品
は
李

・
杜

・
韓

・
柳
に
は
劣

る
と
の
評
価
、
蘇
載
の

「
白
俗
」
の
言
は
正
し
い
、
と
そ
の
見
方
は
厳
し
い
。
し

か
し
閑
適

・
洒
落

・
真
率

・
知
足

・
戒
催
な
ど
の
利
点
が
あ
る
と
し
、
白
居
易
に

対
し
て
実
に
適
正
か

つ
説
得
性
の
あ
る
評
価
を
下
し
て
い
る
。
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⑥

(巻
七
十
三

・
随
筆
九

・
第
三
十
四
条
の
前
半
部
)

日
本
奮
時
の
博
士
秀
才
、
皆
な
白
氏
文
集
を
諦
す
。
故
に
其
の
語
句
多
く
之

れ
を
引
く
。
且

つ
倭
歌
を
詠
ず
る
者
も
亦
た
其
の
趣
を
用
う
。
云
え
る
こ
と

有
り
、
白
氏
第

一
第
二
の
秩
、
常
に
握
玩
す
可
し
。
就
中
、
秦
中
吟

・
新
樂

⑦

(巻
七
十
四

・
随
筆
十

・
第
三
十
六
条
)

白
氏
長
慶
集
五
十
巻
、
五
秩
と
爲
す
。
秩
毎
に
十
巻
、
其

の
後
長
慶
以
後

の

詩
文
を
増
し
て
、
白
氏
文
集
と
號
す
。
共
に
七
十
巻
、
十
秩
と
爲
す
。
秩
毎

に
七
巻
、
秩
は
秩
と
同
じ
、
書
衣
な
り
。
劉
孝
練
、
梁
の
昭
明
太
子
の
集
の



序
を
作
り
て
云
う
、
編
次
十
巻
を

一
秩
と
爲
す
と
。
然
ら
ば
則
ち
樂
天
文
集

の
秩
も
亦
た
昭
明
に
敷
う
か
。

長
慶
年
間

に
編
集
さ
れ
た

『
白
氏
長
慶

集
』
五
十
巻
は
、
五
秩
、

一
秩
十
巻
。

長
慶
以
後

の
詩
文
を
増
し
て

『
白
氏
文
集
』
と
称
し
、
全
部

で
七
十
巻
、
十
秩
と

し
、

一
秩
ご
と
に
七
巻
で
あ
る
。
劉
孝
緯
は
梁
の

『
昭
明
太
子
集
』

の
序

に
、
十

巻
を
編
次
し

一
秩
と
し
た
、
と
言
う
。
白
楽
天
の

『文
集
』

の
秩
も

『
昭
明
太
子

集
』
に
倣

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
羅
山
は
説
い
て
い
る
の
だ
が
、

い
さ
さ
か

意
味
不
明
の
点
が
あ
り
誤
字
脱
文
が
あ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
秩

に
十
巻
と

い
う
の
で
は
な
く
、
計
何
秩
の
数
に
主
点
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
『昭
明
太
子
集
』

に
準
じ
た
も
の
だ
と
の
見
解
を
示
し
た
も
の
と
思
え
る
。
『白
氏
文
集
』
の
内
容

に
関
す
る
記
述

で
は
な
い
が
、
「文
集
」

の
外
見
の
ま
と
ま
り
に
も
関
心
を
寄
せ

た
の
で
あ
ろ
う
。

二
.
長
恨
歌
関
係

③
長
恨
歌

の
後

に
題
す

(巻
五
十
四

・
題
載
四
)

開
元
二
十

一
年
、
貴
妃
年
十
五
、
壽
王

の
妃
と
爲
る
。
天
寳
四
載
、
冊
し
て

貴
妃
と
爲
る
。
時

に
年
二
十
七
な
り
。
十
五
載
、
妃
を
馬
鬼
に
総
り
殺
す
。

時
に
三
十
八
、
開
元
七
年
、
妃
生
れ

て
、
天
寳
十
五
載
に
死
す
。
霧
に
以
う

に
、
貴
妃
姓
は
楊
、
名
は
太
眞
、
蜀
人
。
學
止
閑
冶
、
漢

の
武
帝

の
李
夫
人

が
如
し
。
臨
耶
道
士
亦
た
姓
は
楊

に
し
て
蜀
人
。
鍛
錬
修
行
、
漢

の
武
帝

の

李
少
君
に
似
た
り
。
是
を
以
て
此
れ
を
按
ず
る
と
き
は
、
則
ち
道
士
は
貴
妃

爲
り
、
貴
妃
は
道
士
た
り
。
烏
乎
、
學
者
能
く
當
に
之
れ
を
思
う
べ
し
。
世

傳
う
、
貴
妃
蓬
莱

に
在
り
。
蓬
莱
は
日
本
に
在
り
。
然
れ
ば
則
ち
、
楊
妃
日

本
よ
り
し
て
大
唐

に
化
す
。
之
れ
を
信
ぜ
ん
や
、
異
な
る
か
な
。

慶
長
元
年
丙
申

の
冬
、
時

に
先
生
十
四
歳

こ
の
題
践
が
何
か
ら
収
録
さ
れ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
次
に

挙
げ
る

「琵
琶
行
」

の
題

」
践
は

『歌
行
露
雪
』

の

「琵
琶
行
」
の
最
終
部
に
記

林
羅
山
に
於
け
る
白
居
易

さ
れ
て
い
る
も
の
を
収
録
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
「長
恨
歌
」
に

は
そ
れ
に
相
当
す
る
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
の
は
、
「長
恨
歌
」
(『
歌
行
露
雪
』
)

の
第
五

・
六
句

「天
生

の
麗
質
自
ら
棄

て
難
し
、

一
朝
選
ば
れ
て
君
王
の
側
に
在
り
」

に
付
せ
ら

れ
た
注
及
び
上
部
欄
外
に
記
さ
れ
た
頭
注
、
ま
た

「臨
耶
の
道
士
鴻
都
の
客
」
の

注

(解
説
)
、
さ
ら
に

「
昭
陽
殿
里
恩
愛
絶
え
、
蓬
莱
宮
中
日
月
長
し
」

の
注

(解
説
)
等

で
あ
る
が
、
現
段
階
で
は
不
可
解
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

「長
恨
歌
の
後
に
題
す
」
が
、
こ
う
し
た
三

つ
の
林
羅
山
の
説
を
総
合
し
た
も

の
か
、
或
い
は

「琵
琶
行
」
と
同
じ
く
独
立
し
た

「題
」
が
存
在
し
た
の
か
、
ど

ち
ら
で
あ
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
要
す
る
に
、
林
恕
の
編
集
し
た

『羅
山
文

集
』
に
は
、
「長
恨
歌
の
後
に
題
す
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
『歌
行
露
雪
』
の

「長
恨
歌
」
に
は

「題
」
の
文
は
見
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
三
箇
所
に
見
え
る
、
羅
山
の
注

(解
説
)
を
次
に
挙
げ
て
お
く
こ

と
に
し
た
い
。
(文
中
の
口
は
、
判
読
で
き
な
い
字
)

●

「天
生
の
麗
質
自
ら
棄
て
難
く
、

一
朝
選
ば
れ
て
君
王
の
側
に
在
り
」
の
頭

注
。
道
春
口
云
う
、
開
元
二
十

一
年
、
妃
口
口
口
口
口
口
口
。
天
宝
四
載
、
朋
し

て
貴
妃
と
為
す
。
時
に
年
廿
七
。
十
五
載
、
妃
を
馬
鬼
に
干
い
て
総
殺
す
。

時
廿
八
。
開
元
七
年
、
妃
生
れ
て
天
宝
十
五
載

に
死
す
。

●

「
臨
耶
の
道
士
鴻
都

の
客
、
能
く
精
神
を
以
て
魂
暁
を
致
す
」
の
注
。

予
霜

に
以
ん
み
れ
ば
、
貴
妃
姓
は
楊
、
名
は
太
真
、
蜀
の
人
。
挙
止
閑
冶
な

る
こ
と
、
漢

の
武
帝

の
李
夫
人

の
如
し
。
道
士
亦
た
姓
は
楊

に
し
て
、
蜀
人

な
り
。
鍛
錬
修
行
、
漢

の
武
帝

の
李
少
君
に
似
た
り
。
是
こ
を
以
て
此
を
按

ず
る
と
き
は
、
則
ち
道
士
は
貴
妃
為
り
。
貴
妃
は
道
士
為
り
。
あ
あ
、
学
者

能
く
当

に
之
れ
を
思
う
べ
し
。

●

「
昭
陽
殿
裏
恩
愛
絶
え
、
蓬
莱
宮
中
日
月
長
し
」

の
注
。

予
謂
え
り
、
貴
妃
蓬
莱
に
在
り
、
蓬
莱
は
日
本
に
在
り
。
然
れ
ば
則
ち
、
妃

子
は
日
本
人
か
、
世
々
伝
う
、
楊
妃
日
本
よ
り
し
て
、
大
唐

に
化
す
と
。
信

一5一



林
羅
山
に
於
け
る
白
居
易

な
る
か
な
。
異
な
る
か
な
。

こ
の
三

つ
は
、
い
ず
れ
も

「道
春
口
云
う
に
」
、
「予
霧
に
以
ん
み
れ
ば
」
、
「予

謂
え
り
」
な
ど
、
羅
山

の
説

で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
な
部
分
で
あ
り
、
こ
の
三

つ
を

合
わ
せ
て

「題
」
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し

「琵
琶

行
」
は
、
『
歌
行
露
雪
』

の

「
琵
琶
行
」

の
最
後

に
独
立
の
も
の
と
し
て
載
せ
ら

れ
て
い
る
の
で
、
両
者
の
相
違
に

つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に

「
琵
琶
行
」

の
場
合
は
、
首
尾

一
貫
し
た
内
容
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「長

恨
歌
」
の

「題
」
の
方
は
そ
う
で
は
く
、

《楊
貴
妃
》
の
こ
と
で
統

一
は
さ
れ
て

い
る
も
の
の
不
自
然
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

が
、
こ
の
題

・
践
が
慶
長
元
年

(
一
五
九
六
)
冬
、
羅
山
十
四
歳
の
時
に
記
さ

れ
た
と
い
う
の
は
、
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
先
に

一
.
「白
氏
文
集
」
関
係

の
と
こ
ろ
で
挙
げ
た

「巻
七
十
三
の
後

半
部
」
に
、
「
長
恨
歌
」
の
楊
貴
妃
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。

⑥

(巻
七
十
三

・
随
筆
九

・
第
三
十
四
条
の
後
半
部
)

頃
、
陶
南
村
が
読
郭
を
閲
る
に
、
楊
妃
傳
を
載
す
。
末

に
術
士
あ
り
。
玄
宗

の
妃
を
念
い
て
迷
う
を
見
て
、
乃
ち
詐
り
て
妃
像
を
造
り
、
夜
玄
宗
を
し
て

密
か
に
之
れ
を
窺
わ
し
む
、
眞
の
如
し
。
玄
宗
愈
い
よ
惑
眩
す
。
又
た
唐
詩

解
を
見
る
に
、
長
恨
歌
に
云
え
る
こ
と
有
り
、
花

の
錨
地

に
委
せ
て
人
の
牧

む
る
無
し
。
蓋
し
當
時
馬
鬼
に
絞
り
し
時
、
人
の
其

の
銀
を
拾
う
者
有
り
。

道
士
之
れ
を
得
て
、
以
て
妃
に
仙
島

に
逢
う
の
信
と
爲
す
。
帝

の
昏
迷
甚
だ

し
。
楊
妃
の
機
巳
に
世
上
に
出
ず
る
と
き
は
、
則
ち
鋼
銀
掻
頭
の
類
、
幻
士

の
手
に
入
る
こ
と
必
せ
り
。
漢
の
李
少
君
が
術
も
亦
た
以
て
観
る
可
き
や
。

こ
の
内
容
は
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
明
初
の
陶
宋
儀

の

『読
郭
』
の
楊
妃
伝
、

及
び

「唐
詩
解
」
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
羅
山
が
見
た

『読
郭
』
は
、
通
行
本

の

『読
郭
』
と
は
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
通
行
本

の

『読
郭
』

で
は
、
終
わ

り
に
近
い
と
こ
ろ
に
道
士
楊
通
幽
が
登
場
し
、
玄
宗
菰
楊
黄
妃
を
念
う
の
を
知

っ

て
、
李
少
君
の
術
あ
り
と
言
い
、
方
士
が
其
の
術
を
尽
く
し
て
貴
妃
を
捜
索
に
行

く
、
と
あ
り
、
羅
山
の
い
う

「妃
像
を
造
り
云
々
」

の
話
は
無
い
。
た
だ
し
、
通

行
本
で
は
、
玄
宗
が
画
工
に
命
じ
て
貴
妃

の
形
を
別
殿
に
描
か
せ
、
朝
夕
そ
れ
を

視

て
す
す
り
泣
き
を
し
て
い
た
、
と
述
べ
て
お
り
、
『説
郭
』

の
版
本
が
問
題

で

あ
る
。「唐
詩
解
」
は
、
明
の
唐
汝
詞
の

『唐
詩
解
』

の
こ
と
か
。
未
見
だ
が
、
別
に

『
説
郭
』
に
は
貴
妃
が
殺
さ
れ
た
と
き
、
馬
鬼
に
住
む
女
が
貴
妃
の
錦
の
機

の
片

方
を
手
に
入
れ
て
、
通
り
が
か
り
の
旅
人
に
次
々
と
見
せ
、

一
回
に

つ
き
百
銭

の

見
料
を
と
り
、
そ
の
う
ち
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
銭
を
稼
い
だ
、
と
い
う
話
が
見

え
る
。「長
恨
歌
」
に
ま

つ
わ
る
伝
説
は
、
中
国
に
も
日
本
に
も
無
数
に
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
だ
け
話
題
性
に
富
む
作
品
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

三
.
琵
琶
行
関
係

「琵
琶
行
」
に
関
す
る
も
の
は
、
「羅
山
文
集
」

の
中
に

一
つ
見
え
る
が
、
前

の

「長
恨
歌
」
の
所
で
触
れ
た
よ
う
に
、
『歌
行
露
雪
』
の

「琵
琶
行
」
の
最
後

に
付
せ
ら
れ
て
い
る
の
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。

②
琵
琶
行
の
後
に
題
す

(巻
五
十
四

・
題
祓
四
)

太
史
公
、
衛
青

・
雷
去
病
が
傳
及
び
李
廣
が
傳
、
唯
だ
將
軍

・
騒
騎
將
軍
と

日
い
て
、
傳
の
末

に
至
り
て
、
將
軍
青

・
騙
騎
將
軍
去
病
と
日
う
。
又
た
欧

陽
永
叔
酔
翁
亭

の
記
、
唯
だ
太
守
と
日
う
。
記
の
末
に
至
り
て
、
盧
陵
の
欧

陽
脩
と
日
う
。
今
又
た
琵
琶
行
、
唯
だ
主
人
と
日
い
、
又
た
我
と
日
い
て
、

行
の
末
に
至
り
て
、
江
州
司
馬
と
日
う
。
皆
な
文
法
な
り
。

人
称
代
名
詞
の
問
題

に
言
及
し
た
も
の
で
、
『
史
記
』
の
衛
青

・
雷
去
病

の
両

将
軍
、
欧
楊
脩

の

「酔
翁
亭
記
」
、
「琵
琶
行
」
の
三

つ
を
取
り
あ
げ
、
文
章
作
成

の
修
辞
法

で
あ
る
と
い
う
。

『史
記
』
巻
百
十

一
・
列
伝
第
五
十

一
に
、
衛
青

・
窪
去
病
の
伝
が
あ
る
。
し

か
し
両
将
軍
に
対
す
る
呼
称
は

一
定
し
て
い
な
い
。
羅
山
の
言
う
よ
う
に
、
文
末
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の
み
に
固
有
名
詞
を
付
し
て
は
お
ら
ず
、
文
の
途
中
に
も
将
軍
青

・
腰
騎
将
軍
去

病
を
用
い
て
い
る
。
欧
楊
脩
の

「
酔
翁
亭
記
」
に
は
、
「之
れ
に
名
つ
く
る
者
は

誰
ぞ
、
太
守
自
ら
謂
う
な
り
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
「太
守
」
が
頻
出
し
、
最
後

に

「太
守
と
は
誰
を
謂
う
、
盧
陵
の
欧
楊
脩
な
り
」
と
あ
る
。
白
居
易
の

「
琵
琶

行
」

の

「主
人
は
馬
よ
り
下
り
客
は
船

に
在
り
」

の
主
人
、
「
我
琵
琶
を
聞
き
て

已
に
歎
息
し
」
及
び

「
我
去
年
帝
京
を
辞
し
て
従
り
」

の
我
、
最
後

の

「
江
州
司

馬
青
杉
湿
う
」

の
江
州
司
馬
、

は
羅
山

の
言
う
と
お
り
で
、
「
酔
翁
亭
記
」

と

「
琵
琶
行
」

の
記
述
か
ら
推
測
す
る
と
、
作
品
の
中
の
自
称

の
用
法

に
は
、
あ
る

ル
ー
ル
が
あ

っ
て
、
最
後
に
フ
ル
ネ
ー

ム
を
使
う
の
が

「文

の
法
」
だ
と
い
う
主

旨
の
よ
う
で
あ
る
。

四
.
白
居
易
論

④

(巻
六
十
九

・
随
筆
五

・
第
五
条
。
⑥
に

つ
い
て
は
前
述
)

白
居
易
、
始
め
て
唐
帝
に
見
え
て
、
治
を
爲
し
政
を
爲
す
の
心
有
り
。
而
れ

ど
も
小
人
位
に
在
り
、
其
の
護
に
遭
い
罪
に
罹
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
、
漸
く
爲

る
に
勇
む
の
志
無
し
。
唯
だ
事
に
膓
詠
に
從
い
、
風
月
に
留
連
し
、
自
ら
酔

吟
先
生
の
傳
を
撰
す
。
晩
に
盧
山

に
入
り
て
浮
屠
と
相
遊
び
、
以
て
其
の
読

を
好
す
。
彼
の
向
に
、
所
謂
樂
府

・
爾
朱
閣
、
人
家
悉
く
寺
と
爲
ら
ん
こ
と

を
恐
る
る
こ
と
、
何
く
に
在
る
や
。

白
居
易
の
政
治
に
対
す
る
心
情
の
変
化
を
述
べ
、
晩
年
の
仏
教

へ
の
傾
倒
と
、

三
十
代

の
青
年
期
に
作

っ
た
調
喩
の
詩
、
新
楽
府
五
十
篇
の

「両
朱
閣
」
の
主
旨

と
の
自
己
矛
盾

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
晩
に
盧
山
に
入
り
て
浮

屠
と
相
遊
び
」
は
羅
山
の
思
い
違
い
で
あ
り
、
晩
年
と
い
う
か
五
十
代
後
半
か
ら

は
洛
陽

に
住
ん
で
お
り
、
香
山
寺
の
僧
侶
と
親
交
を
結
ん
で
い
た
。
鷹
山
は
、
四

十
代
半
ば
に
、
江
州
司
馬
と
し
て
左
遷
さ
れ
て
い
た
時
に
草
堂
を
造
り
、
周
辺
の

寺
の
僧
侶
と
交
遊
し
た
所
で
あ
る
。
勿
論
仏
教

へ
の
関
心
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
急
激

に
強
く
な

っ
て
い
っ
た
こ
と
は
申
す
ま

で
も
な
い
。

林
羅
山
に
於
け
る
白
居
易

三
十
五
歳
で
官
吏
の
最
終
の
試
験
に
合
格
し
て
以
来
、
左
拾
遺

・
翰
林
学
士
等

を
歴
任
し
た
四
十
歳
ま
で
が
、
青
年
官
吏
白
居
易
が
最
も
活
躍
し
政
治
参
加

へ
の

純
粋
ま
た
積
極
的
参
加
の
意
欲
に
燃
え
て
い
た
時
期
で
あ

っ
た
。
が
、
四
十
歳
の

時
に
母
の
死
に
よ
る
喪
に
服
し
て
三
年
後
、
政
界
に
復
帰
し
た
白
居
易
の
立
場
は

急
転
直
下
し
、
真
摯
率
直
な
諌
言
が
官
職
外
の
越
権
行
為
の
上
申
と
さ
れ
、
護
言

に
よ
り
江
州
司
馬

へ
の
左
遷
と
な
る
。
忠
州
を
経
て
都
長
安

へ
復
帰
し
た
の
は
、

五
十
歳

の
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
中
央
政
界
で
の
十
年
の
空
白
は
、
致
命
的
で
あ
り
、

所
謂
牛

・
李
ま
た
二
李
の
党
争
、
宙
官
と
の
複
雑
な
政
争
の
中
で
、
白
居
易
の
政

治

へ
の
関
心
は
急
速
に
冷
え
て
い
き
、
洛
陽
の
履
道
里
で
の
吏
隠
の
生
活
を
望
む

よ
う
に
な

っ
た
。
「酔
吟
先
生
伝
」
は
、
六
十
七
歳

の
時

に
、
洛
陽
で
陶
淵
明
の

「五
柳
先
生
伝
」
に
倣

っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
中

に

「
自
ら
膓
詠

の
興
、

猶
お
未
だ
衰
え
ず
」
や
、
風
月
に
詩
興
を
抱
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
羅
山

も
こ
の
点
は
評
価
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
仏
教
に
つ
い
て
は
、
羅
山

は
先

の
よ
う
に
批
判
的

で
あ
る
。
「両
朱
閣
」

は
仏
寺
が
次
第
に
多
く
な

っ
て
い

く
の
を
調
刺
し
た
詩

で
、
徳
宗

の
二
人

の
公
主
の
残
後
、
民
家
を
没
収
し
て
建
て

ら
れ
た
か

つ
て
の
大
邸
宅
が
寺
に
変
わ
り
、
世

の
中
寺
ば
か
り
に
な
る
の
で
は
と

危
惧
し
、
詩

の
最
後
に

「漸
く
恐
る
、
人
間
尽
く
寺
と
為
る
を
」
と
詠

っ
て
い
る
。

長
安
に
寺
が
増
加
す
る
の
を
批
判
す
る

「両
朱
閣
」

の
詩
と
、
白
居
易
自
身
の
後

年
の
仏
教

へ
の
姿
勢
と
の
矛
盾
を
突
い
て
い
る
。

五
.
作
品
論

(④

・
⑥

に

つ
い
て
は
前
述
)

⑤

(巻
六
十
九

・
随
筆
五

・
第
六
条
)

樂
天
が
母
、
井
に
落
ち
て
死
す
。
是
に
於
い
て
、
新
井
の
篇
を
作
る
。
是
に

坐
せ
ら
れ
て
、
外
に
徒
さ
る
。
此
の
篇
集
中
に
載
せ
ず
。
又
た
唐
文
粋

・
文

苑
英
華
も
亦
た
収
め
ず
。

こ
の
こ
と
は
、
『
旧
唐
書
』
・
『新
唐
書
』
の
白
居
易
の
伝
に
見
え
る
が
、
こ
こ

に
述
べ
る
よ
う
に

「
新
井
」
の
詩
は
、
詩
集
に
は
収
あ
ら
れ
て
い
な
い
。
先
の
江
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林
羅
山
に
於
け
る
白
居
易

州
司
馬
左
遷

に
関
す
る
罪
状
と
さ
れ
た
、
越
権
行
為
に
、
こ
の
詩
が
追
い
打
ち
を

か
け
る
形
で
、
「新
井
」

の
詩
の
ほ
か

に

「賞
花
」
の
詩
も
合
わ
せ
て
非
難
の
材

料
と
さ
れ
た
。
「白
居
易

の
母
は
、
花
を
看

て
井
戸
に
堕
ち
て
死
ん
だ
」
の
に
、

こ
の
二
篇

の
詩
を
作

っ
て
い
る
の
は
、
子
と
し
て
の
道
を
そ
こ
な
う
も

の
だ

(『
旧
唐
書
』
)、
と
平
生
か
ら
彼

に
敵
意

を
抱
い
て
い
る
者
か
ら
理
由
無
き
攻
撃
を

受
け
た
の
で
あ
る
。
羅
山
の
い
う
護
言

で
あ
る
。
こ
の
二
篇
の
詩
が
今
伝
わ
ら
ず
、

何
時

の
作
な
の
か
も
分
か
ら
な
い
の
で
解
明

の
法
は
無
い
ま
ま
だ
が
、
羅
山
は

『
文
苑
英
華
』
『唐
文
粋
』
(北
宋
初
期
編
纂
)
な
ど
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
こ

　
　ヨ
　

と
を
指
摘
し

て
い
る
。

○

次
稿
で
述

べ
る

『歌
行
露
雪
』
の
中

で
、
こ
の
稿
に
於
い
て
は

「長
恨
歌
」
の

践
文
の
み
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
こ
の
践
文
は
、
先
に
二
.
の

「長
恨
歌
」
関
係

の
所
で
挙
げ
た
羅
山
の

「長
恨
歌
に
題
す
」
と
は
異
な
る
も
の
で
、
践
文
を
書
い

た
の
は
英
甫
永
雄
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
永
雄
の
自
筆
で
あ
る
。
践
文
を
紹
介
す

る
前
に
、
な
ぜ
羅
山
の

『歌
行
露
雪
の
』
の
践
文
を
永
雄
が
自
ら
書
い
た
の
か
を

知
る
た
め
に
、
永
雄
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

英
甫
永
雄
は
そ
の
名
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
僧
侶
で
あ
る
。
別
号
を
武
牢
ま
た

芳
州
と
言
い
、
狂
歌
の
作
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
建
仁
寺
の
長
老
で
あ

っ

た
の
で
通
称
を
雄
長
老
と
い
う
。
室
町

の
天
分
十
五
年

(
一
五
四
六
)
に
生
ま
れ
、

安
土
桃
山
時
代
の
慶
長
七
年

(
一
六
〇
二
)
に
没
し
て
い
る
。
享
年
五
十
六
歳
。

父
武
田
信
重
は
、
建
仁
寺
十
如
院
で
僧
籍
に
入
り
、
詩
作
に
秀
れ
て
い
た
。
母
宮

川
尼
は
清
原
宣
賢
の
孫
、
歌
人
と
し
て
名
が
あ
る
。
若
狭

で
生
ま
れ
、
建
仁
寺
十

如
院

の
僧
侶
と
な
り
、
天
正
十
四
年

(
一
五
八
六
)
四
十
歳

で
、
建
仁
寺

の
住
持

と
な

っ
た
。
途
中
文
禄
三
年

(
一
五
九
四
)
四
十
八
歳

の
時
、
南
禅
寺
に
出
住
し

た
が
、
慶
長
七
年
に
亡
く
な
る
ま
で
建
仁
寺
の
住
持
を
重
ね
た
。
狂
歌
集

『雄
長

老
詠
百
首
』
、
漢
詩
文
集

『
倒
痢
集
』
が
あ
る
。
中
院
通
勝
、
母
方
の
叔
父
細
川

幽
斎
と
雅
交
が
あ
り
、
漢
詩
や
狂
歌
な
ど
の
作
品
を
残
し
て
い
る
。

『
歌
行
露
雪
』

の
践
文
に
は
、
「文
禄
第
五
仲
冬
日

前
の
南
禅
永
雄
」
と
署

さ
れ
て
い
る
の
で
、
文
禄
三
年
南
禅
寺
に

一
時
出
て
い
た
の
が
、
再
び
建
仁
寺
に

戻

っ
た
こ
ろ
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
羅
山
は
、
初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
文

禄
四
年
、
学
問
に
励
む
た
め
十
三
歳
の
時
に
建
仁
寺
に
入

っ
た
の
で
、
文
禄
五
年

は
羅
山
十
四
歳
で
あ

っ
た
。

次
に
、
永
雄
自
筆
の

『歌
行
露
雪
』
の
祓
文
を
挙
げ
る
。

京
師
の
佗
が
門
下
の
家
に
少
年
有
り
。
其
の
名
を
又
三
郎
と
謂
う
。
去
歳
の

春
、
十
有
三
歳
に
し
て
吾
の
東
山
に
入
り
、
大
洗
庵
の
裡
に
遊
ぶ
。
先
に
孔

丘
の
志
を
学
ぶ
こ
と
二
歳
、
今
厳
冬
の
仲
、
又
た
君

一
書
を
袖
に
し
て
来
た

り
、
以
て
予
に
示
さ
る
。
予
開
き
て
之
れ
を
管
窺
す
る
に
、
長
恨
歌
の
露
抄

な
り
。
予
問
い
て
云
う
、
是
れ
何
人
の
抄
す
る
所
な
る
か
。
又
た
君
答
え
て

曰
く
、
去
秋
和
尚
の
講
席
に
入
り
て
自
ら
之
れ
を
聴
く
。
ホ
来
此
れ
に
本
ず

く
、
以
て
書
を
出
だ
す
。
予
熟
視
す
る
に
、
明
皇
に
面
う
が
如
し
。
樂
し
み

蓋
き
、
哀
し
み
来
る
の
起
本
、
玉
妃
の
生
前
没
後

の
事
跡
、
禄
児
の
反
相
、

方
士
の
幻
術
、
各
お
の
加
う
る
所
の
文
字
無
し
。
反
切

の
例

・
義
意

・
深
密

の
理
、
悉
く
筆
端
に
現
わ
れ
、
鼓
舞
す
る
者
、
妙
中
妙
を
得
、
奇
外
奇
を
呈

す
る
者
な
り
。
而
し
て
今
君
の
抄
す
る
所
の
事
歴
等
、
皆
是
よ
り
先
に
予
の

録
す
る
所
の
謬
読
に
非
ず
。
宴
に
後
世
畏
る
可
き
者
な
り
。
其
れ
斯
の
口
か
。

昔
尭
夫
十
四
歳
に
し
て
明
妃

の
引
を
作
る
と
今
又
た
君
十
四
歳
に
し
て
玉
妃

の
傳
を
抄
す
る
と
は
、
異
曲
同
工
と
謂
う
可
し
。
戯
れ
に
唐
律

一
篇
を
賦
し

て
、
以
て
褒
む
と
云
う
。

口
乞

笑
榔

年
少

の
揮
毫

馬
鬼
を
憐
れ
み

露
抄

雪
纂

最
も
奇
な
る
か
な

羨
看

子
学
び
て
佗
力
を
作
す
を

長
恨

吾

徒
だ

此
の
才
を
口

文
禄
第
五
、
仲
冬
の
日

前
の
南
禅
の
永
雄

こ
の
駿
文
の
大
意
を
述
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

門
下
の
家
に

一
人
の
少
年
、
名
を
又
三
郎
と
い
う
の
が
い
て
、
去
年

の
春

つ
ま
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り
文
禄
四
年
春
に
、
十
三
歳
で
建
仁
寺
に
入
り
、
塔
頭
大
洗
庵
に
遊
学
し
た
。
二

年
間
儒
学
を
学
び
、
今
年
の
仲
冬
十

一
月

に
、

一
冊
の
書
を
懐
に
し
て
や
っ
て
来

て
私
に
見
せ
た
。
私
は
そ
れ
を
開
い
て
ち

ょ
っ
と
覗
い
て
み
る
と
、
長
恨
歌
の
書

き
物

で
あ

っ
た
。
私
が
、
誰
が
書
い
た
も

の
か
、
と
た
ず
ね
る
と
去
年
の
秋
講
義

の
席

に
連
な

っ
て
聴
講
し
た
も
の
だ
と
答
え
た
。
よ
く
読
ん
で
み
る
と
、
ま
る
で

玄
宗
に
向
き
合

っ
て
い
る
よ
う
で
あ

っ
た
。
歓
楽
が
尽
き
悲
哀
が
起
こ
っ
た
も
と
、

楊
貴
妃

の
生
前
残
後
の
出
来
事
、
安
禄
山

の
叛
乱
の
様
子
、
仙
界
に
楊
貴
妃
を
捜

し
求
め
た
方
士
の
術
、
手
を
加
え
る
所
は
無
か

っ
た
。
字
音
の
反
切
、
意
義
、
緻

密
な
理
、
す
べ
て
が
筆
の
端
々
に
出
て
お
り
、
絶
妙
、
奇
想
外

の
で
き
ば
え
で
あ

る
。
書
か
れ
た
事
歴
、
私
が
録
し
た
よ
う
な
謬
読
な
ど
で
は
な
く
、
後
世
恐
る
べ

き
者

で
あ
る
。
昔
尭
夫
は
十
四
歳

で

「
明
妃
引
」
を
作

っ
た
が
、
君
も
ま
た
十
四

歳

で
楊
貴
妃

の
伝
を
書

い
た
の
は
、
異
曲

同
工
と
い
う
べ
き
だ
。
戯
れ
に
唐
詩

一

篇
を
作
り
褒
め
た
た
え
る
。

(詩

の
意
)
少
年

の
筆
は
、
楊
貴
妃

の
死
ん
だ
馬
鬼

の
地
を
憐
れ
み
、

こ
の
書

は
す
ば
ら
し
い
で
き
ば
え
で
あ
る
。
君
が
学
問

に
励
ん
で
こ
の
よ
う
な
力
量
を
発

揮
し
た
の
を
羨
ま
し
く
思
う
。
長
恨
歌
、
私
に
は
こ
の
才
能
は
と
て
も
無
い
。

文
禄
五
年
、
十

一
月
、
前

の
南
禅
寺

の
住
持
英
甫
永
雄

と
大
体
の
意
味
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
内
容
は
、
羅
山

の
経
歴
と
合
致

し
て
お
り
、
建
仁
寺

の
住
持
英
甫
永
雄
に

『歌
行
露
雪
』
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。

時
に
、
永
雄
五
十
歳
、
羅
山
十
四
歳
で
あ

っ
た
。
こ
の
数
年
後
に
永
雄
は
亡
く
な

っ

て
い
る
。

こ
の
羅
山
十
四
歳
の
時
の
著
で
あ
る

『歌
行
露
雪
』
は
、
仏
教
界
に
於
い
て
建

仁
寺
の
長
老
と
呼
ば
れ
、
漢
詩
文
や
狂
歌

の
作
者
と
し
て
も
す
で
に
名
を
成
し
て

い
た
晩
年
の
永
雄
を
感
嘆
さ
せ
る
内
容
で
あ
り
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

○

本
稿
は
、
林
羅
山
の

『
歌
行
露
雪
』
を
論
ず
る
前
提
と
し
て
、
羅
山
の

『歌
行

露
雪
』
以
外
の
白
居
易
関
係
の
著
作
、
及
び

『
羅
山
全
集
』
の
中
か
ら
白
居
易
に

言
及
し
た
も

の
を
取
り
あ
げ

て
、
羅
山

の

「長
恨
歌
」
「
琵
琶
行
」
さ
ら
に
は
白

林
羅
山
に
於
け
る
白
居
易

居
易
観

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

〔注
〕

(
1
)
『
改
訂
内
閣
文
庫
漢
籍
目
録
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

長
恨
歌
私
考

(羅
浮
道
春
渉
猟
抄
)

〔林
信
勝
〕
(羅
山
)
(江
戸
初
)

窺

(自
筆
等
)

歌
行
露
雪

(英
甫
永
雄
手
載
本
)
(稿
本
)

林
信
勝

〔室
町
末
〕

窮

(自
筆
等
)

(2
)
羅
山
が

『
長
恨
歌
私
考
』
を
執
筆
し
た
と
き
に
は
、
手
元
に
二
種
類

の

『白
氏
文
集
』
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
和
四
年
に
句
読
点

を
付
し
た

「那
波
本
」
と
、
そ
れ
以
前

に
自
ら
書
写
し
た

『
白
氏
文
集
』
で

あ
る
。

(3
)

一
説
に
は
、
「賞
花
」
の
詩
は
毎
年
詠
ん
で
お
り
、
「新
井
」
の
詩
は
白
居

易
が
長
安
郊
外
の
整
屋
県
の
尉

で
あ

っ
た
と
き
の
も
の
で
、
母
の
死
の
二
年

前
の
作
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

(陳
振
孫
の

『白
文
公
年
譜
』

に
引
用

さ
れ
て
い
る
高
彦
休

の

「閾
史
」
)

(本
学
教
授
)
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